
令和元年（2019年）7月１日　　　　　　　　　　　　　　　  日 本大学通信教育部校友会報     　　　　　　　　　　　　　　　　　  第 95号　（4）
で
し
た
。ご
苦
労
様
で
し
た
。

ま
た
、立
花
奈
良
県
支
部
長

に
お
か
れ
て
は
、新
元
号（
新

し
い
時
代
）最
初
の
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
の
開
催
支
部
で

す（
11
月
９
日
㈯
開
催
予

定
）。「
一
路
一
帯…
世
界
は
奈

良
か
ら…

」楽
し
み
で
す
。

　
支
部
会
計
報
告
は
新
任

の
会
計
の
和
田
さ
ん
か
ら
、

残
金
７
万
円
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。兵
庫
県
は
北
は
日

本
海
か
ら
南
は
太
平
洋
ま

で
山
々
は
深
く
広
大
な
土

地
、そ
れ
を
馴
染
ま
せ
る
企

画
の
夢
を
語
り
合
い
ま
し

た
。

　
津
村
大
阪
府
支
部
長
の

ご
快
復
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
時
間
オ
ー
バ
ー
で
会
場

は
喫
茶
店
に
変
更
し
て
、

テ
ー
ブ
ル
を
集
め
て
、言
い

残
し
た
話
題
を
帰
り
の
列

車
ま
で
語
り
合
い
、再
会
を

誓
っ
て
加
古
川
駅
を
後
に
し

ま
し
た
。

　  （
文
責
　
前
田
　
忠
義
）

　
平
成
31
年
３
月
９
日
㈯
11

時
。場
所
、松
江
市「
サ
ン
ラ

ポ
ー
む
ら
く
も
」。参
加
者
３

名
。

　
議
事

一、平
成
30
年
度
決
算
報
告

　
　   

岩
崎
幸
夫
会
計
幹
事

二
、会
務
報
告
　 

坂
本
育
穂

◇
２・
24
　
29
年
度
島
根
県

　
総
会
。出
席
５
名
。

◇
４・
29
　
広
島
県
総
会
。

　
坂
本
出
席
。

◇
第
47
回
全
国
定
期
総
会

　
及
び
三
役
会
。30
年
度
新

　
年
会
・三
役
会
。坂
本
出

　
席
。

◇
８
・
25
　
第
38
回
中
国
ブ

　
ロ
ッ
ク
総
会
。担
当
・
島

　
根
県
。開
催
場
所
・
松
江

　
市「
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く

　
も
」。総
計
14
名
。

    

翌
日
、市
内
観
光
。島
根

    

県
３
名
　
随
伴
。

○
鎌
子
副
会
長
よ
り
支
部
運

　
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
提
示
あ
り
。

○
水
害
被
害
の
岡
山
県
・
安

　
部
通
宏
校
友
に
義
捐
金

　
募
る
。 

○
鳥
取
県
校
友
会
不
参
加
。

○
31
年
度
開
催
県
は
山
口
県

　
に
決
定
。

◇『
日
大
島
根
桜
信
会
便
り
』

　
７
月
号
、ブ
ロ
ッ
ク
総
会

　
号
外
31
・１
月
号
発
行
。

三
、死
亡
・
病
気
そ
の
他
に
よ

　
り
校
友
会
退
会
者
増
加
の

　
傾
向
。し
た
が
っ
て『
校

　
友
会
報
』送
付
数
も
減
少

香 

川 

県 

支 

部 

①香 

川 

県 

支 

部 

②

山

　口

　県

　支

　部

島

　根

　県

　支

　部

広

　島

　県

　支

　部

　
顕
著
。

四
、懇
親
会
。今
年
度
出
席

　
者
は
宮
崎
、岩
崎
、坂
本

　
３
名
で
、本
会
開
催
以
来

　
最
少
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
に
よ
り
、前
途
暗
雲

の
態
に
て
、島
根
県
校
友
会

存
続
に
危
機
感
を
抱
か
ず
に

お
れ
な
い
が
、少
数
と
い
え

ど
、母
校
愛
と
お
互
い
の
友

情
、一
層
深
ま
る
思
い
を
も
っ

て
一献
を
酌
み
交
わ
す
。

       （
文
責
　
坂
本
　
育
穂
）

　
薫
風
香
る
４
月
29
日
㈪
メ

ル
パ
ル
ク
広
島
で
県
支
部
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。今
年

は
48
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
は
、オ
ー
ル
日

大
広
島
県
支
部
、島
根
県
か

ら
来
賓
を
迎
え
、参
加
者
20

人
の
盛
大
な
総
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
開
会
の
辞
、校
歌
斉
唱
、

支
部
長
挨
拶
、来
賓
挨
拶
の

後
、議
事
に
入
り
、平
成
30

年
度
事
業
報
告
、同
30
年
度

決
算
報
告
・
監
査
報
告
、同

31
年
度
事
業
計
画（
案
）、同

31
年
度
予
算（
案
）を
審
議

し
ま
し
た
。質
疑
応
答
の
後
、

議
事
は
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
に
全
員

で
校
歌
斉
唱
を
行
い
、お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
思
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
開
催
が
ど
ん
な
に
大
き

な
意
味
を
持
つ
か
と
い
う
こ

と
で
し
た
。参
加
者
が
校
友

会
の
原
点
を
確
認
し
、力
を

合
わ
せ
て
前
進
を
誓
い
合
い
、

お
互
い
の
健
康
を
讃
え
あ
う

こ
と
の
重
要
性
が
確
認
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、広
島
県
支
部
で
は
、

支
部
総
会
を
め
ざ
し
て
支
部

通
信
特
集
号
を
発
刊
し
ま
し

た
。Ａ
４
版
で
カ
ラ
ー
４
ペ
ー

ジ
で
す
。１
月
役
員
会
で
、あ

る
役
員
か
ら「
今
年
は
平
成

最
後
の
年
。昭
和
・
平
成
を

振
り
返
っ
て
県
支
部
の
記
録

を
残
し
て
は
ど
う
か
」と
、提

案
が
あ
り
ま
し
た
。早
速
、

作
成
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た

と
こ
ろ
、皆
さ
ん
か
ら
原
稿

　
平
成
30
年
12
月
１
日
㈯

山
口
市
の
山
口
県
婦
人
教
育

文
化
会
館（
カ
リ
エ
ン
テ
山

口
）に
て
14
時
半
よ
り
開
催
。

　
出
席
は
来
賓（
県
内
本
部

役
員
）１
名
、支
部
10
名
。

　
伊
藤
副
支
部
長
が
進
行

し
た
。

一、開
会
　
　  

佐
伯
支
部
長

二
、来
賓
挨
拶（
本
部
関
係
報
告
）

　
　
　
　
　  

村
田
義
和
氏

三
、出
席
者
自
己
紹
介

四
、議
事

①
平
成
29
・
30
年
度
事
業
報

　
告
、支
部
総
会
、定
期
総

　
会（
東
京
）及
び
中
国
ブ

　
ロ
ッ
ク
総
会（
島
根
県
）。

　
校
友
会
報
・
支
部
会
報
配 

    

布
。

②
平
成
31
年
度
事
業
計
画

　（
案
）支
部
総
会
、定
期
総

　
会（
東
京
）及
び
中
国
ブ

　
ロ
ッ
ク
総
会（
山
口
県
）の

　
開
催
予
定
。校
友
会
報
・

　
支
部
会
報
配
布
計
画
等
。

③
平
成
30
年
度
会
計
報
告
、

　
31
年
度
予
算（
案
）。

④
平
成
31
年
度
支
部
会
費
、

　
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
に
つ
い
て
。

⑤
支
部
役
員
改
選
等
に
つ
い

　
て
。

五
、そ
の
他
・
写
真

　
午
後
２
時
半
か
ら
挨
拶
・

自
己
紹
介
・
会
議
・
議
事
が

進
行
し
、意
見
交
換
な
ど
が

行
わ
れ
、事
業
報
告
・
計
画
、

会
計
報
告
・
予
算
案
等
が
承

認
さ
れ
た
。

　
今
回
は
、31
年
度
の
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
総
会
の
引
き
受
け

　
平
成
30
年
度
香
川
県
支

部
総
会
は
、11
月
10
日
㈯
高

松
市
城
東
町
の
オ
ー
ク
ラ
ホ

テ
ル
高
松
に
お
い
て
、名
所

屋
島
の
見
え
る
展
望
良
好
な

本
館
10
階
の「
屋
島
」の
間

で
出
席
者
５
名
を
得
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、開
会
に
先
立

ち
、各
地
を
襲
っ
た
台
風
や

地
震
に
よ
る
被
害
と
災
害
に

遭
わ
れ
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
対
し
黙
と
う
を
捧
げ
た

後
、木
村
副
支
部
長
の
開
会

の
こ
と
ば
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
高
橋
支
部
長
か

ら
、毎
年
２
回
位
の
会
員
の

集
ま
れ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
と
と
も
に
、元
気
を
与
え

て
く
れ
る
こ
の
会
を
長
く
続

け
ま
し
ょ
う
と
の
挨
拶
が
あ

り
、議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、平
成
29
年
度

行
事
報
告
と
同
年
度
収
支

決
算
報
告
、併
せ
て
監
査
報

告
が
行
わ
れ
了
承
さ
れ
ま
し

た
。続
い
て
平
成
30
年
度
の

行
事
計
画（
案
）と
予
算（
案
）

が
提
案
さ
れ
、熱
心
な
審
議

の
結
果
、予
算（
案
）の
一
部

対
応
等
の
協
力
要
請
な
ど
、

有
意
義
な
支
部
総
会
と
な
っ

た
。今
年
も
岡
山
の
大
黒
さ

ん
が
出
席
さ
れ
、情
報
交
換

が
で
き
た
。

　
総
会
後
、同
会
場
・
食
堂

で
夕
食
会
が
行
わ
れ
、賑
や

か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。次
回
来
年
度（
12

月
第
１
土
曜
日
）の
再
会
を

約
し
散
会
し
た
。

      （
文
責
　
佐
伯
　
和
夫
）

〒
350-

0158
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日
本
大
学
校
友
会  
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任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
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友
会  

副
会
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幹
事
長

　

  　

  

鈴
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　孝
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Ｘ
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三
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日
本
大
学
校
友
会  

副
会
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

会
長

　

  　

  

鈴

　木

　
　
　勝

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長  

財
務
部
長

日
本
大
学
千
葉
桜
友
会  

顧
問

　

  

山

　本

　良

　吉

〒
290-

0011
　
千
葉
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市
原
市
能
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一
三
〇
六-
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勤
務
先
　
市
原
田
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ホ
ー
ム
㈲
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〇

日
本
大
学
校
友
会  

常
任
委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
総
務
部
長

日
本
大
学
校
友
会
埼
玉
県
支
部  

常
任
幹
事

　

  　

  

肱

　岡

　堅

　一

や
、と
っ
て
お
き
の
写
真
の
提

供
も
あ
り
、無
事
に
総
会
で

発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
内
容
は
、本
部
鈴
木
会
長

の
祝
辞
、通
信
教
育
部
と
校

友
会
の
歩
み
、県
支
部
略
年

表
、さ
ら
に
支
部
員
の
学
生

時
代
の
思
い
出
、懐
か
し
い

写
真
な
ど
、豊
富
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。「
若
い
頃
の
夢

が
実
現
」と
か「
忘
れ
ら
れ

な
い
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」、「
学

ん
だ
こ
と
が
人
生
を
決
め

た
」、「
48
回
続
い
た
総
会
に

感
動
」と
、夢
あ
り
、苦
労
も

あ
っ
て
涙
の
出
る
、尊
い
記

録
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、日
大
ア
メ
フ
ト
事

件
で
厳
し
い
社
会
の
批
判
を

受
け
た
だ
け
に
、批
判
に
負

け
ま
い
と
母
校
を
思
う
気
持

ち
は
一
段
と
強
く
な
り
ま
し

た
。私
に
と
っ
て
今
回
の
総

会
は
、新
し
い
出
発
点
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　
　（
文
責
　
谷
川
　
正
徳
）

が
修
正
さ
れ
た
う
え
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、こ
れ
か
ら
の
校

友
会
活
動
と
参
加
者
の
増
加

を
ど
の
よ
う
に
行
い
呼
び
か

け
る
か
等
を
話
し
合
い
、総

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
記
念
写
真

の
撮
影
を
行
い
、休
憩
を
挟

ん
で
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
へ

と
移
行
し
ま
し
た
。

       （
文
責
　
高
橋
　
治
子
）

　
元
号
も「
令
和
」に
変
わ

り
、新
し
い
年
号
で
迎
え
た

５
月
12
日
㈰
、高
松
市
サ
ン

ポ
ー
ト
２
番
１
号
の「
サ
ン

ポ
ー
ト
・シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー

棟
」６
階
会
議
室
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
の
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
開
式
に
先
立
ち
校
歌
を
斉

唱
の
後
、木
村
副
支
部
長
の

司
会
進
行
で
始
ま
り
ま
し

た
。最
初
に
高
橋
支
部
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
副

支
部
長
の
進
行
で
こ
れ
ま
で

の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。四
国
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
校

友
会
の
現
況
や
活
動
の
ほ

か
、香
川
県
支
部
の
活
動
の

報
告
の
後
、愛
媛
県
に
お
け

る
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
の
参

加
依
頼
も
報
告
さ
れ
、次
年

度
の
高
知
で
の
開
催
も
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
、本
部
で
の

会
合
に
は
、支
部
長
よ
り
体

調
不
良
に
て
代
行
と
の
依
頼

が
あ
り
、副
支
部
長
の
参
加

が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。今
後
に
向
け
て
は
、

支
部
総
会
は
も
と
よ
り
、役

員
会
を
定
期
的
に
確
実
に
開

い
て
ゆ
く
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。校

友
会
の
発
展
を
願
う
参
加
者

の
熱
心
な
討
論
の
な
か
で
総

会
を
閉
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
　   （
文
責
　
木
村
　
進
）

通
信
教
育
部
長

　

  

川

　又

　
　
　祐

事
務
局
長
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　川

　一
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〒
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8005
　
千
代
田
区
九
段
南
四-

八-

二
八

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
三-

五
二
七
五-

八
九
〇
一

日
本
大
学
通
信
教
育
部




